
ラゾーナ川崎園
パンプキンガーデン

　川崎駅直結のショッピングモール、『ラゾーナ川崎』内にか

ぼちゃのマークがかわいい保育室、パンプキンガーデンラゾー

ナ川崎園があります。保育室は、１０月でオープン４年目を迎

え、地域の方にも親しまれています。また、駅直結のショッピ

ングモール内ということもあり、一時保育のお子様もたくさん

遊びにいらっしゃいます。

 定員は４０名、０・１・２・３歳以上の４クラスで構成され

ています。 モール内にはルーファ広場、芝生広場、キッズ

パークといったお子様が戸外で元気に体を動かせる場所もあ

り、毎日お散歩へ出かけています。保育中はクラスごとに活動

をしていますが、異年齢で関わりあう時間も大切にし、全クラ

ス合同で、週に１度リトミック、きらきら体操を行なったり、

ペープサートなどを見たりする

時間も積極的に作っています。

多くのお友達との関わりあいの

中で、やさしさや思いやりの気

持ちを育めるあたたかい保育園

です。川崎にいらしたときは、

保育室をのぞいてみてくださ

い。
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病院・企業内受託保育サービスを提供

認可・認証保育所を展開

http://www.coty.co.jp

http://www.grace-g.co.jp

http://www.pumpkingarden.com
個育て支援型保育園を展開

絵本の読み聞かせ絵本の読み聞かせ

　アートチャイルドケア春日部は、東武野田線豊春駅から徒歩

10分の自然に恵まれたのどかな場所に位置しています。

　そんな保育園から、今月は子育て支援センターの専任保育士

である山本先生を紹介します。

 いつもニコニコ笑顔の優しい先生のもとには、子育て中のお

母様方が誘い合って親子で訪れて一緒に遊んだり、時には悩み

事の相談にも乗ったりしています。

 保育経験や子育て支援の経験豊富な先生は意欲的に水遊び・

シャボン玉遊び・運動遊び・手作りお

もちゃなどのイベントも企画され、地

域の方々の憩いの場となっています。

 山本先生は、日々の保育の中でも若

い職員に助言をしてくれる頼りがいの

ある先生です。

 子育て支援センターは、地域全体で

子育てを支援するため、厚生労働省の

通達に基づく施設です。

 どなたでもご利用できますが、電話

にての予約がお勧めです。

　今年の夏は連日の猛暑続きでした。特に都心は『ヒートアイラ

ンド現象』といわれるほど、エアコンの熱風とコンクリートの照

り返しによる暑さで、猛暑を通り越すほど暑い日が続きました。

そんな都心にあるかすみがせき保育室のお子様達は、『霞ヶ関を

冷やせ！』と銘打った『霞の打ち水2010』に参加しました。

 かすみがせき保育室は、霞ヶ関にある文部科学省内にある保育

室。0歳から5歳までの元気なお子様達が通っています。

 場所柄、大人が多いためか、『打ち水イベント』にお子様達が

手作りのひしゃくやバケツ、コップな

どで水を撒く様子に周囲の方々は、暑

い中涼を求めると共に、癒しも提供さ

れたようで、目を細めていました。

『打ち水』は、庭や道路など戸外に水

をまく、古来からの日本の風習。夏の

打ち水は気化熱を利用して涼気を取る

効果があるといわれます。

 お風呂の残り湯や雨水など、一度使用

した水を再利用することでエコにもつ

ながります。

打ち水イベントに参加

～かすみがせき保育室～

 先日、『絵本～心のキャッチボール』と題した、絵本の読み聞
かせの通信第1号が配信されました。それを読んだ方から次のよ
うな言葉を頂きました。「絵本が紹介されていたでしょう？あの
中に、姪っ子に買ってあげた本が出ていたんですよ。自分が好き
な本を選んだんですけどね・・。」と。

　
　

～品質向上委員会からのメッセージ～

　9月に入っても、30度を越す日が続きましたが、先日散歩に行ったとき、稲刈りの風景に出会いました。季節は、着実に秋に

近づいています。春に保育園に入ってきたお子様も半年がたち、運動会の練習や秋祭り・遠足などの行事に積極的に参加し成長

を見せています。

質問：絵本を選ぶときは、何を基準にすればよいですか。

　保育者自身が良い絵本だと思い、子供達に聞かせたい、ま
たは見せたいと感じる絵本を選ぶことが大切です。そのため
には、書店や図書館などで、自分で良い絵本を選びぬく力を
育てていくことも必要です。保育者は、月案・週案などの指
導計画の中で、絵本をどう位置づけているのかを押さえ、季
節や行事に合ったものを選びましょう。
日々変化する保育・生活の中で、子供達にとって印象深い出
来事を拾い上げ、さらに深めていけるようなものを選んでい
きましょう。

大人の感性や感動する心が良い絵本を選ぶ力になるようです。
美しいものに触れたり、おいしいものを食べたりして感性を磨いてみ
ましょう。


